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復

へ
駆
け
る

　
　
水
族
館
が
や
っ
て
き
た
！

復
興
へ
駆
け
る

仙
台
市
長
　
奥
山
恵
美
子
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トピックス

「
市
民
後
見
人
」
を
養

成
し
ま
す

　
認
知
症
や
障
害
等
に
よ
り
判
断
能
力

の
低
下
し
た
方
の
権
利
を
守
る
「
成
年

後
見
制
度
」。
家
庭
裁
判
所
か
ら
選
任

さ
れ
た
後
見
人
等
が
本
人
の
財
産
管
理

等
を
担
う
制
度
で
、
近
年
は
親
族
に
代

わ
り
、
第
三
者
が
後
見
人
等
に
選
任
さ

れ
る
割
合
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

　
市
で
は
、
平
成
21
年
度
に
初
め
て
市

民
後
見
人
を
養
成
、
平
成
27
年
４
月
ま

で
に
11
人
が
誕
生
し
ま
し
た
。
本
年
度

は
第
二
期
の
後
見
人
を
養
成
し
ま
す
。

　
５
月
30
日
、
６
月
１
日
の
２
日
間
、

福
祉
プ
ラ
ザ
に
お
い
て
、
市
民
後
見
人

養
成
講
座
の
説
明
会
が
開
催
さ
れ
、
65

人
が
参
加
。
市
民
後
見
人
の
選
任
を
目

指
し
、
８
月
か
ら
は
法
制
度
の
理
解
を

深
め
る
な
ど
７
カ
月
間
に
わ
た
る
研
修

を
重
ね
ま
す
。

　
ゆ
ら
ゆ
ら
と
幻
想
的
に
揺
ら
ぐ
ク

ラ
ゲ
に
海
の
神
秘
を
感
じ
、
ど
う
猛

な
サ
メ
に
海
の
脅
威
を
思
う
。
大
き

な
マ
ン
ボ
ウ
は
、
ど
こ
か
ユ
ー
モ
ラ

ス
な
顔
つ
き
。

　
家
族
と
訪
れ
た
幼
い
日
か
ら
、
遠

足
、
デ
ー
ト
と
、
大
人
に
な
っ
て
も

水
族
館
が
大
好
き
！
と
い
う
人
は
た

く
さ
ん
お
い
で
の
こ
と
で
し
ょ
う
。

と
こ
ろ
が
、
こ
ん
な
に
多
く
の
人
に

愛
さ
れ
る
水
族
館
が
、
こ
れ
ま
で
仙

台
に
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
「
仙
台
に
水
族
館
を
！
」
の
声
の

高
ま
り
を
受
け
て
検
討
が
具
体
化
し

た
の
は
、
平
成
20
年
代
に
入
っ
て
か

ら
。
プ
ラ
ン
が
浮
か
ん
で
は
消
え
と

い
う
中
で
、
東
日
本
大
震
災
の
発
災
。

震
災
直
後
の
沿
岸
の
悲
惨
な
状
況
を

見
た
と
き
、
こ
こ
に
水
族
館
が
オ
ー

プ
ン
し
、
多
く
の
人
々
で
に
ぎ
わ
う

日
が
来
る
と
は
信
じ
ら
れ
ま
せ
ん
で

し
た
。
し
か
し
、
復
旧
・
復
興
が
進

む
に
つ
れ
、
街
ゆ
く
市
民
の
皆
さ
ん

か
ら
、「
水
族
館
は
ど
う
な
っ
た
の
」

「
早
く
水
族
館
が
で
き
る
と
い
い
で

す
ね
。
も
う
一
度
、
海
と
の
お
付
き

合
い
を
始
め
る
た
め
に
も
」
と
い
う

声
を
い
た
だ
く
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
そ
ん
な
市
民
の
皆
さ
ん
の
強
い
思

い
に
背
中
を
押
さ
れ
た
の
で
し
ょ
う
。

平
成
24
年
秋
、
横
浜
・
八
景
島
シ
ー

パ
ラ
ダ
イ
ス
の
運
営
経
験
を
取
り
入

れ
た
新
た
な
水
族
館
整
備
計
画
が
動

き
出
し
、
平
成
25
年
２
月
に
運
営
を

担
う
仙
台
水
族
館
開
発
株
式
会
社
が

設
立
さ
れ
ま
し
た
。
仙
台
市
で
は
早

速
、
建
設
予
定
地
を
仙
台
港
背
後
地

交
流
推
進
特
区
と
し
て
申
請
、
復
興

庁
に
認
め
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
津

波
で
壊
滅
的
な
被
害
を
受
け
た
仙
台

港
隣
接
地
に
新
た
な
水
族
館
が
で
き

る
こ
と
は
、
単
に
誘
客
施
設
が
で
き

る
と
い
う
だ
け
で
な
く
、
復
興
の
ま

ち
づ
く
り
の
シ
ン
ボ
ル
に
も
な
る
と

国
で
も
考
え
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　
震
災
復
興
の
厳
し
い
状
況
を
く
ぐ

り
抜
け
、
こ
の
７
月
い
よ
い
よ
「
仙

台
う
み
の
杜
水
族
館
」
が
オ
ー
プ
ン

し
ま
す
。
世
界
三
大
漁
場
の
一
つ
、

豊
か
な
三
陸
の
海
の
命
が
き
ら
め
く

大
水
槽
、
ク
ラ
ゲ
が
漂
う
癒
や
し
の

空
間
、
海
獣
ひ
ろ
ば
で
は
、
ア
シ
カ

の
仲
間
オ
タ
リ
ア
や
ペ
ン
ギ
ン
と
の

ふ
れ
あ
い
体
験
も
。
こ
の
夏
、
大
勢

の
皆
さ
ん
に
水
族
館
を
訪
れ
て
い
た

だ
き
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。
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市
総
合
教
育
会
議
を
開

催
し
て
い
ま
す

　
市
で
は
、
震
災
で
被
害
を
受
け
た
市

役
所
上
杉
分
庁
舎
の
改
築
工
事
を
行
っ

て
き
ま
し
た
が
、
工
事
の
完
了
に
伴
い
、

７
月
中
旬
か
ら
８
月
下
旬
に
か
け
て
、

順
次
事
務
室
を
移
転
し
ま
す
。

　
移
転
す
る
の
は
次
の
部
局
で
す
。
詳

し
い
移
転
内
容
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

青葉区役所

地下鉄
勾当台

公園駅

北一番
丁通

県庁

北庁舎

市役所
本庁舎

二日町第二仮庁舎
（MSビル二日町）

上杉分庁舎

東
二
番
丁
通

青葉区役所
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市
役
所
上
杉
分
庁
舎
の

改
築
に
伴
い
、
一
部
の

事
務
室
を
移
転
し
ま
す

◦
上
杉
分
庁
舎
へ
移
転‖

ま
ち
づ
く
り

政
策
局
情
報
政
策
部
、
財
政
局
納
税
部
、

健
康
福
祉
局
保
険
高
齢
部
保
険
年
金
課

徴
収
対
策
室
、
子
供
未
来
局
、
教
育
局

◦
二
日
町
第
二
仮
庁
舎
（
Ｍ
Ｓ
ビ
ル
二

日
町
）
へ
移
転‖

環
境
局
、
農
業
委
員

会
事
務
局

　
法
律
の
改
正
に
よ
り
、
市
長
と
教
育

委
員
会
が
十
分
な
意
思
疎
通
を
図
り
、

地
域
の
課
題
等
を
共
有
し
、
よ
り
一
層

民
意
を
反
映
し
た
教
育
行
政
を
推
進
す

る
た
め
、
本
年
度
か
ら
市
総
合
教
育
会

議
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
２
回
目
の
開
催
と
な
る
６
月
４
日
は
、

「
教
育
の
振
興
に
関
す
る
施
策
の
大
綱
」

（
骨
子
案
）
に
つ
い
て
の
協
議
を
行
い

ま
し
た
。
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７
月
１
日
、
宮
城
野
区
中
野
に
仙
台

う
み
の
杜
水
族
館
が
開
館
し
ま
し
た
。

　
高
砂
中
央
公
園
内
に
市
が
設
置
を
許

可
し
た
こ
の
水
族
館
は
、
民
間
企
業
6

社
お
よ
び
（
一
財
）
民
間
都
市
開
発
推

進
機
構
が
出
資
す
る
仙
台
水
族
館
開
発

株
式
会
社
が
設
置
し
、
株
式
会
社
横
浜

八
景
島
が
運
営
す
る
民
間
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
で
す
。

　
杜
の
都
・
仙
台
に
お
い
て
、
海
と
人
、

水
と
人
と
の
新
し
い
つ
な
が
り
を
「
う

み
だ
す
」
水
族
館
と
し
て
名
付
け
ら
れ

た
こ
の
施
設
。
鉄
骨
２
階
建
て
・
延
べ

床
面
積
約
９
９
０
０
平
方
メ
ー
ト
ル
の

建
物
の
館
内
に
は
、
大
水
槽
を
は
じ
め

と
す
る
約
１
０
０
基
の
水
槽
群
が
あ
り
、

海
の
豊
か
さ
を
体
感
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
東
北
最
大
級
の
約
１
０
０
０

席
の
観
覧
席
を
有
す
る
「
う
み
の
杜
ス

タ
ジ
ア
ム
」
で
の
イ
ル
カ
や
ア
シ
カ
の

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
、
動
物
た
ち
と
の

「
ふ
れ
あ
い
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
な
ど
、
子

ど
も
か
ら
大
人
ま
で
楽
し
め
る
見
ど
こ

ろ
が
満
載
で
す
。

　
新
た
な
市
の
魅
力
と
な
る
水
族
館
は
、

年
間
入
館
見
込
み
数
約
１
０
０
万
人
を

想
定
し
て
い
ま
す
。
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「
仙
台
う
み
の
杜
水
族
館
」
が
開
館

仙
台
う
み
の
杜
水
族
館

◦
所
在
地‖

宮
城
野
区
中
野
４
―
６

◦
開
館
時
間‖

午
前
９
時
～
午
後
６
時

半
（
最
終
入
館
時
間
は
午
後
６
時
。
夏

期
・
冬
期
等
は
開
館
時
間
の
変
更
あ
り
）

◦
料
金
（
個
人
）‖

４
歳
以
上
600
円
、

小
学
生
１
１
０
０
円
、
中
学
・
高
校
生
、

65
歳
以
上
１
６
０
０
円
、
一
般
２
１
０

０
円　
◦
15
人
以
上
の
団
体
（
要
予
約
）

や
年
間
パ
ス
ポ
ー
ト
等
に
つ
い
て
、
詳

し
く
は
仙
台
う
み
の
杜
水
族
館
☎
355
・

２
２
２
２
に
お
問
い
合
わ
せ
い
た
だ

く
か
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジhttp://w

w
w
.

um
inom

ori.jp/

を
ご
覧
く
だ
さ
い

▲

東
北
最
多
と
な
る

約
80
羽
の
ペ
ン
ギ
ン

の
展
示

▲

か
わ
い
い
し
ぐ
さ
を

見
せ
る
ア
シ
カ
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夜
間
発
災
を
想
定
し
て

―
総
合
防
災
訓
練
を
実

施
し
ま
し
た

　
１
０
７
万
市
民
の
総
合
力
で
大
規
模

災
害
に
備
え
る
た
め
、「
市
民
防
災
の

日
」
の
６
月
12
日
を
中
心
と
し
て
、
６

月
６
日
か
ら
19
日
ま
で
の
期
間
に
総
合

防
災
訓
練
が
各
所
で
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　
本
年
度
は
、
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
７
・

５
、
最
大
震
度
７
の
直
下
型
地
震
が
発

生
し
、
市
内
で
大
規
模
な
災
害
が
起
こ

っ
た
と
い
う
想
定
で
、
総
合
防
災
訓
練

と
し
て
は
初
め
て
夜
間
に
実
施
し
ま
し

た
。
町
内
会
な
ど
地
域
の
方
々
を
は
じ

め
、
学
校
関
係
者
、
事
業
者
な
ど
、
約

３
千
人
が
参
加
し
、
自
ら
の
備
え
や
役

割
な
ど
を
再
確
認
し
ま
し
た
。

　
住
吉
台
小
学
校
ほ
か
市
内
５
カ
所
の

小
学
校
で
は
、
夜
間
の
体
育
館
で
懐
中

電
灯
や
Ｌ
Ｅ
Ｄ
投
光
器
な
ど
の
明
か
り

を
頼
り
に
、
地
域
の
方
々
と
市
職
員
な

ど
が
協
力
し
て
、
避
難
所
開
設
・
運
営

訓
練
や
備
蓄
物
資
の
取
り
扱
い
訓
練
な

ど
を
行
い
ま
し
た
。

　
９
月
上
旬
に
は
仙
台
駅
周
辺
の
帰
宅

困
難
者
対
応
訓
練
、
11
月
上
旬
に
は
沿

岸
地
域
の
津
波
避
難
訓
練
を
実
施
す
る

予
定
で
す
。

　
日
常
生
活
に
お
け
る
市
民
の
皆
さ
ん

一
人
一
人
の
節
電
行
動
が
、
電
力
消
費

量
を
抑
え
、
安
定
し
た
電
力
供
給
に
つ

な
が
り
ま
す
。
市
で
は
、
３
年
目
と
な

る
「
伊
達
な
節
電
所
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

＋
」
を
、
平
成
28
年
３
月
11
日
ま
で
実

施
し
ま
す
。

　
昨
年
同
時
期
と
比
較
し
て
削
減
し
た

電
気
使
用
量
や
、
太
陽
光
発
電
等
に
よ

る
売
電
量
を
応
募
す
る
と
、
抽
選
で
プ

レ
ゼ
ン
ト
を
進
呈
し
ま
す
。
参
加
方
法

な
ど
詳
し
く
は
、
市
役
所
本
庁
舎
１
階

市
民
の
へ
や
、
区
役
所
総
合
案
内
な
ど

で
配
布
す
る
チ
ラ
シ
、
ま
た
は
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジhttp://w

w
w
.tam

aki3.jp/

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
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「
伊
達
な
節
電
所
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン+

（
プ
ラ
ス
）」

―
節
電
に
ご
協
力
を

▼地域の方も真剣な表情
で、初期消火訓練に臨み
ました

▲真っ暗な体育館では、
懐中電灯などの明かりを
頼りに避難所開設等を進
めました


